




Agendas of the Effects of Social Network on the Formation of Social Attitude:













































































































フィッシャ （ーFischer 1975 ＝ 1983）の下位文化理論は、前者の視点から、人口量の多い都市
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が必要である。1 つは社会構造あるいは社会空間上の位置との関連であり、もう 1 つは、個人の
ライフコースにおけるいつの時期のネットワークや集団を強く意識するかという問題である。ど
のような人々と交流するかや、何を準拠集団とするかは、当然、個人の占める社会空間上の位置
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